
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組は３月 23 日、再申し入れに基づく団体交渉

をおこない、組合員・社員から寄せられた6,360件を超え

る怒りの声をぶつけてきました。しかし、会社は「6,000

件の組合員・社員の声があったことは受け止めたい」「受け

止めた状況の中でも回答は変わるものでない」とする姿勢

を崩すことはありませんでした。 

ＪＲ東労組は24日、「全地本代表者会議」を開催し、悔

しくも会社の職場の努力に報いない経営姿勢を崩すことは

出来なかったが、ＪＲ総連春闘を職場からたたかい抜き、

ＪＲ東労組の組織力を強化することができたことを確認し、

２３春闘の妥結を判断しました。 

ＪＲ総連通信 
２０２３年３月２４日 №１６３４ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

「連帯･共闘」で、2023ＪＲ総連春闘を最後までたたかい抜こう！ 

「全地本代表者会議」で成果と課題を確認し、 

妥結を判断！ 


